
 

『相続調停』正誤表 

松原正明＝常岡史子編著『相続調停』（2023 年 12 月 30 日 初版 1 刷）に下記の誤りがございました。 

謹んで訂正させていただきます。 

2024 年 1 月 5 日 弘文堂編集部  
 

 誤 正 

目次ⅲ頁 3 行目 1 甲不動産に対する居住権について 1 甲不動産に対する居住権について･･･1 

ⅲ頁 7 行目 2 遺産性の争われる場合（使途不明金問

題） 

2 遺産の存在が争われる場合（使途不明金

問題） 

ⅲ頁 12 行目 3 遺産の貴族が争われる場合 2 遺産の帰属が争われる場合 

ⅲ頁下から 3 行目 1 はじめに――遺産と遺産分割の着手阿庄

財産との関係 

1 はじめに――遺産と, 遺産分割の対象財産

との関係 

ⅲ頁下から 2 行目 2 預金財産 2 預金債権 

ⅳ頁 5 行目 4 争議費用の負担 4 葬儀費用の負担 

ⅳ頁下から 5 行目 （2）事実関係 （1）事実関係 

ⅴ頁 12 行目 ――903 条 4 項 ――民法 903 条 4 項 

ⅴ頁下から 9 行目 1 家業従事型・金銭出費型 1 家業従事型・金銭出資型 

ⅵ頁下から 2 行目 （6）調停進行のあり方･･･169 （7）分骨 （7）調停進行のあり方･･･169 （8）分骨 

ⅶ頁 2 行目 1 遺留分侵害額請求権の消滅時効につい

て･･･● 

1 遺留分侵害額請求権の消滅時効につい

て･･･188 

ⅶ頁 8 行目 3 遺産分割協議が･･･ 3 遺産について遺産分割協議が･･･ 

ⅶ頁 12～13 行目 １１. 相続法改正を中心とした遺産分割

紛争調停のあり方／鈴木裕一 

１１. 調査官調査／鈴木裕一 

ⅶ頁 14 行目 1 調停記事の不出頭当事者への出頭勧告

と以降調査の実務 

1 調停期日の不出頭当事者への出頭勧告と

意向調査の実務 

ⅶ頁下から 10 行目 （2）･･･出頭勧告・附帯的方法 （2）･･･出頭勧告・具体的方法 

ⅶ頁下から 4 行目 （1）家庭裁判所の履行勧告･･･215 （1）家庭裁判所の履行勧告･･･216 

ⅶ頁下から 2 行目 （4）権利者への連絡所の本文例･･･ （4）権利者への連絡書の本文例･･･ 

ⅷ頁 3 行目 （1）手続選別･･･222 （1）手続選別･･･223 

ⅷ頁下から 2 行目 （3）遺産分割の共有物 （3）遺産分割と共有物 

ⅷ頁最終行 （4）一元的処置の手続 （4）一元的処理の手続 

本文 76 頁 7 行目 しますで しますので 

76 頁下から 10 行目 質的に同旨できる 質的に同視できる 

209 頁項目１１のタ

イトル 

相続法改正を中心とした遺産分割紛争調停

のあり方 

調査官調査 

巻末 252 頁【執筆者紹

介】下から 3 行目 

元広島地方裁判所首席家裁調査官 元広島家庭裁判所首席家裁調査官 

以上  


